
2021 年 3 月 

髙島屋創業 190周年記念展 

愉快な「まち」をつくる 
〔第Ⅰ部〕百貨店、誕生   〔第Ⅱ部〕百貨店と「まち」 

 

■会 期     ： 2021 年 3 月 6 日（土）～6 月 28 日（月） 

〔第Ⅰ部〕3 月 6 日（土）～4 月 26 日（月）  

〔第Ⅱ部〕5 月 1 日（土）～6 月 28 日（月） 

■会 場     ： 髙島屋史料館（大阪市浪速区 髙島屋東別館 3 階） 

■開館時間    ： 午前 10 時～午後 5 時（入館は閉館 30 分前まで）  

■休館日     ： 火・水曜日  

※4 月 29 日（木・休）、30 日（金）は休館 

■入館料     ： 無料 

 

髙島屋史料館は2021年3月6日（土）から6月28日（月）まで、髙島屋創業190周年記念展として『愉快な

「まち」をつくる』を開催いたします。 

 

髙島屋は創業190周年を迎えました。いつの時代も「ま

ち」と共にあゆんできた髙島屋。愉快に賑やかに各時代を

彩った広告宣伝物と共に、その歴史と現在の取り組みを紹

介する展覧会です。 

 

「百貨」（多種多様な商品）を扱う百貨店。日本の百貨店

の起源は、江戸時代創業の呉服店にさかのぼることができ

ます。「京呉服の髙島屋」がいかにして三都に店舗を構え

る百貨店となったのか。明治から大正期の広告宣伝物と共

にそのあゆみをたどります。 

昭和初年、大阪と東京に相次いで大建築の店舗を開店した

髙島屋。「理想の立体的お買い物街」の誕生を宣伝し、あ

らゆるアイデアで「まち」を訪れる人々の楽しみを創り出

し、常に新しい話題を発信し続けてきました。そして現

在、さまざまなモノ・コトに出会えるワンダーランドであ

り続け、「まちづくり」を進めている髙島屋。いま、あら

ためて百貨店の役割をみつめ問い直します。 

 

※本展は会期を第Ⅰ部・Ⅱ部に分け、展示資料を大幅に入れ替えて構成します。 

 



第 1 章 三都の髙島屋 

1831（天保 2）年に京都で創業した髙島屋は、明治期に大阪、東京に相次い

で支店を開きました。それは「京呉服の髙島屋」から百貨を取り揃える百貨

店へのあゆみでもありました。やがて大正期には、大阪・長堀橋に 7 階建て

の大店舗を開店。名実ともに本格的な百貨店となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 「皆様の髙島屋」  

百貨店となった髙島屋が新しくモットーとして掲げた言葉は「皆様

の髙島屋」。創業 100 年を迎えた後、大阪に南海店（現：大阪店）、

東京に日本橋店（現：日本橋髙島屋 S.C.本館）を相次いで開店しま

した。店を「まち」に見立て、訪れる人々がワクワクする楽しみを

次々と創り出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜手水手拭「たか新」＞ 明治期 

 髙島屋の当主は、京都の神社仏閣に石灯籠や標石をたびたび寄進しました。

それらは、知らず知らずのうちに「髙島屋」の名を広告する宣伝効果を持

ちました。特に「たか新」（髙島屋新七）と染め抜いた手水手拭を奉納して、

髙島屋の名を宣伝するアイデアは、初代新七の娘で二代新七の妻 歌の発案

であったと伝わります。 

 

＜南海髙島屋一部開店ポスター＞1930（昭和 5）年 

 

大正末年、大阪市が御堂筋の拡張計画を発表。その時、南海電気鉄

道株式会社が難波駅に大ビルディングを建設するという情報を得

た髙島屋は、その大部分を借り受けて大型店舗を建設することを

決断。中央部分が完成した 1930（昭和 5）年 12 月 18 日に一部開

店しました。呉服店発祥の百貨店としては初のターミナル百貨店

（終着駅にある百貨店）が誕生しました。 

 

＜ジオラマ「明治中期の飯田呉服店」＞ 

山本高樹 2013（平成 25）年 木材、樹脂 

 

＜ジオラマ「鉄筋コンクリート造の京都烏丸店」＞ 

山本高樹 2013（平成 25）年 木材、樹脂 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 髙島屋の「まちづくり」  

戦後の日本。百貨店は時代を先取る生活を提案し、人々の暮らしを変えていきました。そして髙島屋は、日

本初の郊外型ショッピングセンター、玉川髙島屋 S・C を建設。新時代の「まち」を誕生させました。それ

から半世紀を過ぎた現在もなお、各地で「まちづくり」を進めています。 

 

玉川髙島屋 S・C 誕生  

 

 

 

玉川髙島屋 S・C は、1969（昭和 44）年 11月 11 日、東急田園都市線・二子玉川駅前に日本で初めて本格的

郊外型 SC（ショッピングセンター）としてオープンしました。首都圏郊外の宅地開発、マイカーブームの到

来を受けて、「日本の豊かな郊外の幕開けです」をキャッチコピーに、玉川髙島屋と 125 の専門店によりス

タート。SC時代のパイオニアとして大きな注目を集めました。 

 

＜新に大きく皆様の髙島屋…感謝の開店ポスター＞ 

原画：岡田三郎助 1933（昭和 8）年 

 

＜玉川髙島屋ショッピングセンター オープンチラシ＞ 

1969（昭和 44）年 

 

＜大大阪地下鉄名所巡り双六＞ 

髙島屋宣伝部 今竹七郎 1937（昭和 12）年頃 

 

＜開店当時の玉川髙島屋 S・C＞ 

 



日本橋髙島屋 S.C.誕生 

昭和の時代、日本橋店は徐々に東へ東へと大きく増築していきました。1965（昭和 40）年には、1 区画すべ

てが店舗になり、ほぼ現在の本館の形となりました。2009（平成 21）年には百貨店建築として初めて重要文

化財に指定されました。そして、2018（平成 30）年 9 月 25 日、本館（百貨店・専門店）・ウオッチメゾン

（百貨店）・東館（百貨店・専門店）に、新館（専門店）を新たに加え、新・都市型ショッピングセンター「日

本橋髙島屋 S.C.」が誕生しました。翌 2019（平成 31）年 3 月 5 日には、本館の改装を終えてグランドオー

プン。4 館体制の「まち」として新しく生まれ変わりました。 

 

 

 

 

 

 

当館アーカイヴス展示室：本展関連展示のご案内 

「催し物の髙島屋」で開催した戦前・戦後の催事ポスターを展示。とくに戦後は、元髙島屋宣伝部員が選ん

だ近年の記憶・記録に残る髙島屋ならではの催事ポスターを展示します。また、明治・大正・昭和期の髙島

屋 PR 誌『新衣裳』『百華新聞』を特集展示。あわせて、髙島屋の広告宣伝を手がけるグラフィックデザイナ

ーの創作ノートを展示します。 

 

 

 

イベント ※状況により、イベントを休止する場合がございます。 

■講演会「髙島屋グループのまちづくり戦略 ～4 館一体の新都市型ショッピングセンターの創造～」 

 講師：清瀨和美氏（東神開発株式会社営業本部マーケティング部長） 

日時：3 月 21 日（日）午後 1 時～午後 2 時 30 分 

 定員：15名（先着順） ※参加無料、髙島屋史料館ホームページで要申込み 

 内容：日本初の郊外型ショッピングセンターである玉川髙島屋 S・C から半世紀を経て、2019（平成

31）年に新都市型ショッピングセンターとしてグランドオープンした日本橋髙島屋 S.C.。その象

徴として 2018 年秋に先行開業した“新館”を手掛けた清瀨和美氏より、誕生秘話や開業後の反響

などをお話いたします。 

 

 

＜ピンクのデパート＞橋本シャーン 2018（平成 30）年 

 

2019（平成 31）年にグランドオープンした日本橋髙島屋 S.C. 

新・都市型ショッピングセンター 

 



■講演会「1994 年『なんば物語』の物語」 

 講師：森田一氏（コピーライター、元株式会社 ATA勤務） 

日時：5 月 23 日（日）午後 1 時～午後 2 時 30 分 

 定員：15名（先着順） ※参加無料、髙島屋史料館ホームページで要申込み 

 内容：“なんばの熱気を世界へ―”と、髙島屋を含む 5団体が協力して盛り上げたまちのイベント「大な

んば祭」。なんばキャンペーンの裏話をお話いただきます。 

 

■心斎橋・なんばまちあるき 

講師：高岡伸一氏（近畿大学建築学部准教授） 

日時：4 月 16 日（金）午後 2 時～午後 3 時 30 分 

 定員：10名（先着順） ※参加無料、髙島屋史料館ホームページで要申込み 

 内容：髙島屋大阪店は、心斎橋から長堀、そして、なんばへと、場所を変えながら、まちの発展と共に大 

きく成長してきました。大阪のまちと百貨店の歴史を解説いただきながら、まちをあるきます。 

 

■ワークショップ「ショッピングバッグをつくってみよう」 

講師：寺西徹氏（グラフィックデザイナー、株式会社 ATA） 

日時：5 月 2 日（日）午後 1 時～午後 2 時 30 分 

 定員：10名（先着順） ※参加無料、髙島屋史料館ホームページで要申込み 

 内容：髙島屋の広告を手がけるグラフィックデザイナーのレクチャーを受けながら、髙島屋のショッピン 

グバッグをデザインするワークショップ。完成画像は当館で展示いたします。 

 

■講座「古文書が語る髙島屋の歴史：創業の頃」 

講師：高井多佳子（髙島屋史料館研究員） 

日時：6 月 6 日（日）午後 1 時～午後 2 時 30 分 

 定員：15名（先着順） ※参加無料、髙島屋史料館ホームページで要申込み 

 内容：創業家文書を題材に、当館研究員が古文書（くずし字）の基本的な読み方を解説しながら、髙島屋

の歴史を読み解きます。 

 

■学芸員によるギャラリートーク 

日時：会期中の第 1・第 3土曜日 午後 1 時～（約 30 分） 

 ※お申込み不要、開始時間までに企画展示室にお集まりください。 

 

 

【髙島屋史料館の新型コロナウイルス感染症拡大防止策について】 

○感染防止への取組み 

 ・館員の健康管理の徹底 ・館内の清掃、消毒の徹底 ・「飛沫感染防止シート」等の設置 

 ・館内換気の実施 ・混雑時の入館制限 

 

○お客様へのお願い 

 ・少人数でのご来館をお願いします。 

 ・ソーシャルディスタンスの確保にご協力ください。 

 ・入館時は、検温・手指の消毒へのご協力をお願いします。 

 ・マスク着用のうえ、展示室内での会話はお控えください。 

 ・体調がすぐれない場合や発熱がある場合などはご来館をお控えください。 


